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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年11月18日(2021.11.18)
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【国際特許分類】
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   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月6日(2021.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の蛍光体（１）と第２の蛍光体（２）とを含む、蛍光体組み合わせ体（１０）であ
って、
　前記第２の蛍光体（２）は赤色発光量子ドット蛍光体であり、
　前記蛍光体組み合わせ体（１０）は、下記式
　　　　　（ＭＢ）（ＴＡ）３－２ｘ（ＴＣ）１＋２ｘＯ４－４ｘＮ４ｘ：Ｅ
を有する第３の蛍光体（３）を含み、ここで、
　ＴＡは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｃｕ、Ａｇおよびこれらの組み合わせを含む一価金属の群から選
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択されており、
　ＭＢは、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｚｎおよびこれらの組み合わせを含む二価金属の群
から選択されており、
　ＴＣは、Ｂ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｙ、Ｆｅ、Ｃｒ、Ｓｃ、希土類金属およびこれらの組
み合わせを含む三価金属の群から選択されており、
　Ｅは、Ｅｕ、Ｍｎ、Ｃｅ、Ｙｂおよびこれらの組み合わせを含む群から選択されており
、
　ただし０＜ｘ＜０．８７５が適用される、
　蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項２】
　前記第１の蛍光体（１）は緑色発光蛍光体である、
　請求項１記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項３】
　前記第１の蛍光体（１）は量子ドット蛍光体ではない、
　請求項１または２記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項４】
　前記第１の蛍光体（１）は、平均粒径が１μｍ～１０００μｍである粒子を有する、
　請求項１から３までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項５】
　前記赤色発光量子ドット蛍光体（２）は、１ｎｍ～３００ｎｍの平均粒径を有する、
　請求項１から４までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項６】
　前記赤色発光量子ドット蛍光体（２）は、以下の半導体材料すなわち、ＣｄＳ、ＣｄＳ
ｅ、ＣｄＴｅ、ＺｎＳ、ＺｎＳｅ、ＺｎＴｅ、ＨｇＴｅ、ＨｇＳｅ、ＧａＰ、ＧａＡｓ、
ＧａＳｂ、ＡｌＰ、ＡｌＡｓ、ＡｌＳｂ、ＩｎＰ、ＩｎＡｓ、ＩｎＳｂ、ＳｉＣ、ＩｎＮ
、Ａ１Ｎ、ならびに該半導体材料の固溶体、または該半導体材料の組み合わせ、の群から
選択された半導体材料のうち少なくとも１つの半導体材料を含む、
　請求項１から５までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項７】
　前記赤色発光量子ドット蛍光体（２）は、コアシェル構造（２ａ，２ｂ）を有する、
　請求項１から６までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項８】
　前記赤色発光量子ドット蛍光体（２）は、平均直径が１～２００ｎｍであるコアを有し
、かつ平均厚が２００ｎｍまでのシェルを有する、
　請求項７記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項９】
　当該蛍光体組み合わせ体（１０）の蛍光体総量に対する前記赤色発光量子ドット蛍光体
（２）の割合は、最大で６０重量パーセントを有する、
　請求項１から８までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項１０】
　前記第３の蛍光体（３）は、正方晶の空間群Ｐ４２／ｍで結晶化している、
　請求項１から９までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項１１】
　ｘ＝０．５であり、したがって前記第３の蛍光体（３）は式（ＭＢ）Ｌｉ２Ａｌ２Ｏ２

Ｎ２：Ｅを有し、
　ここでＭＢは、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｚｎまたはこれらの組み合わせを含む二価金
属の群から選択されており、
　ここでＥは、Ｅｕ、Ｍｎ、Ｃｅ、Ｙｂおよびこれらの組み合わせを含む群から選択され
ている、
　請求項１から１０までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
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【請求項１２】
　前記第３の蛍光体（３）は式ＳｒＬｉ２Ａｌ２Ｏ２Ｎ２：Ｅｕ２＋を有する、
　請求項１から１１までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項１３】
　当該蛍光体組み合わせ体（１０）の蛍光体総量に対する前記第３の蛍光体（３）の割合
は、少なくとも１０重量パーセントである、
　請求項２または請求項１から１２までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０
）。
【請求項１４】
　少なくとも１つのさらなる蛍光体を含む、
　請求項１から１３までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）。
【請求項１５】
　請求項１から１４までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）を有する変換
素子（２０）。
【請求項１６】
　第１の波長領域の電磁放射を放出する放射放出半導体チップ（５０）と、請求項１から
１４までのいずれか１項記載の蛍光体組み合わせ体（１０）とを含む、
　オプトエレクトロニクス装置（３０）。
【請求項１７】
　前記蛍光体組み合わせ体（１０）は、前記半導体チップ（５０）上に配置された変換素
子（２０）内に、または前記半導体チップ上に存在する注封部材（４０）内に、設けられ
ている、
　請求項１６記載のオプトエレクトロニクス装置（３０）。
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